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目黒区いきもの住民台帳
―身近に暮らすみどりのなかまたち―
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目黒区の甲虫
こう ちゅうめ ぐろ く

目黒区緑化都市宣言 
みどりのまちをつくるちかい 

思い出してほしい 
わたしたちがみどりの中に 生まれ 
育ったことを 
青い空 木々のこもれ日 季節のささやき 
よびかけてる 誰もみな みどりの仲間だと 

忘れないでほしい 
木も草も 虫も鳥たちもともに暮らす 
大切な家族 
だから今 かけがえのない 母なる地球を 
みんなで分けあっていこう 

さあ 始めよう 
ひと粒の小さな種をまくことから 
大地に根をはり 
すくすく枝をのばし 
鳥たちがうたい 
人びとがやすらぐ 
一本の木の種 

わたしたちの手で わたしたちの心に 
こどもたちに伝える 
森をつくろう 

1990 年 10 月 28 日

国連生物多様性の10年－自然と共生する社会を目指して
目 黒 区 は 生 物 多 様 性 地 域 戦 略 を 推 進 し て い ま す 目黒区生物多様性地域戦略

ささえあう生
いのち
命の輪

わ

野鳥のすめるまちづくり計画

自然情報・自然通信員　募集中

庭や公園、校庭などで観察した	1	つ	1	つの観察記録がみどりを守り、回復していく
貴重な資料になります。年月日、種名（はっきりわからないときは○○類、○○のな
かまとします）、場所（公園名、お庭などの町名番地）、いた環境、個体数などの観察
した内容、あれば写真などをみどり土木政策課みどりの係まで郵便・FAX・メール（連
絡先は 25ページを参照）でお送りください。お送りいただいた方は自然通信員とし
て登録し、年数回、調査結果などをまとめたニュースレターを郵送いたします（無料）。
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写真　左：樹液に集まるカブトムシとカナブン（2016年7月2日)　中段上：ムーアシロホシテントウ（2017年6月9日)中段下：シギゾウ
ムシの仲間・幼虫（2018年11月1日）右上：トラフカミキリ（2017年7月11日）右下：コフキゾウムシ（2019年6月20日）いずれも駒場
野公園

＊　用語説明　（[区]は区の事業をあらわす）

　目黒区は、生物多様性地域戦略を定め、区民の皆様と協働による

自然と共生するまちづくりを推進しています。その基礎資料とする

ため区内のいきものの変化を捉える身近な生物調査や専門機関によ

るみどりの実態調査※を継続しています。

　｢目黒区いきもの住民台帳｣は、これらの調査の結果を区で記録さ

れた生物種名リストとして集計したものです。住民台帳の名は、身

近な場所に暮らす『いきもの』たちを、私たちとともにすむ『目黒

区の住民』として捉えたもので、2009年におよそ3000種類の動植物

　目黒区は、東京23区の西南部に位置し、渋谷区、品川区、大田区、世田谷区に隣接します。住宅系用途地

域が8割以上を占める住宅地を中心としたまちで、面積は14.67㎢、人口は281,474人(2020年1月1日)です。総

合庁舎のある上目黒2丁目は緯度35度38分、経度139

度41分です。

　緑被率※は17.3％で東京23区中13位、開渠(水面が

見える)となっている河川は、目黒川の大橋より下

流、呑川の緑が丘3丁目の下流です。

図　主な公園 図　目黒区の水系（2000:目黒区基本計画より）

等を掲載した暫定版を公開しました。今回は、甲虫５科（コガネムシ科、クワガタ科、カミキリムシ科、テントウ

ムシ科、ゾウムシ科）について紹介するものです。甲虫５科の分類や生態等の記述については上田衛門氏(日本甲

虫学会会員)にご監修いただきました。

　いきものは、自然の中でそれぞれ欠かすことのできない固有の働きをしながら、地域の自然を形づくっています。

気候の変動や樹木の減少など身の周りの環境の変化が見られる現在、いきものの記録は私たちのまちの自然の現状

を知り、生物多様性※の保全・回復をすすめる資料として大変重要なものとなっています。

　目黒区生物多様性地域戦略※「ささえあう生命の輪　野鳥のすめるまちづくり計画」では、野鳥を都市における

生物多様性確保のシンボルとして捉え、エコロジカルネットワーク※の形成などを目指しています。この住民台帳

が身近な環境に目を向ける機会となり、学習や地域活動の参考になれば幸いです。

　作成にあたりご協力をいただきました上田衛門氏、岩崎順次氏、岩崎宏治氏、岩崎響亮氏、中村涼氏ほか、観察

記録などの情報をいただきました多くの区民の方々、定点観測員※･自然通信員※、いきもの発見隊※･駒場野自然

クラブ※等参加者、公園活動登録団体※、駒場野公園自然観察舎、中目黒公園花とみどりの学習館、区立小学校ほ

か皆様のご協力に感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目黒区都市整備部みどり土木政策課

　人は、物心がつく頃になると人以外のいきものへ興味がわくようになります。色とりどりの花や

様々な鳴き声を奏でる野鳥。そして私たちの身の回りでよく見られ、触れあう機会が多くある昆虫。

幼少期になるとだれしもが憧れる代表的な昆虫であるカブトムシやクワガタはどうして人気があるの

でしょう？一方で、幼少期に好き放題さわっていた昆虫なのに、大人になり気が付くと昆虫に対して

嫌悪感を抱いていた方もいるかもしれません。

　昆虫は身近な存在です。そこに環境があると、昆虫は巧みに環境に入り込み数を増やします。そし

て、昆虫は徐々に身近ではない存在になりつつあります。“珍しい種類・人気の種類”だからと言っ

て捕りすぎてしまったり、昆虫採集をした後に、環境を乱したままにすることで昆虫が住めない場所

になってしまうこともあります。地球上のすべての生物の中で最も数が多く、もっとも種類の多いい

きもの、それが昆虫です。私たち人間は、昆虫だらけの惑星で暮らしており、その恩恵を多く受けて

います。

　昆虫に触れることによって、命とはなにか、環境の多様性とはなにか、そんなことに気づかされる

こともあります。「目黒区いきもの住民台帳　目黒区の甲虫」は昆虫の中でも特に見つけやすい種類

を選抜し、紹介しました。本誌をお読みになったとき、区内には様々な昆虫が生息していることを感

じてもらえるとうれしく思います。
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あ
いきもの発見隊　(いきものはっけんたい)
　イベント型住民参加調査。親子などの参加者が身近な
　いきものを探して記録し、自然の大切さや街に自然を
　呼び戻す工夫を考える　[区]

エコロジカルネットワーク　(えころじかるねっとわーく)
　散在する緑地を緑道や街路樹でつなぎ、いきものがす
　み、移動できる緑地を効果的に配置した緑地のネット
　ワーク(目黒区生物多様性地域戦略より)

か
公園活動登録団体　(こうえんかつどうとうろくだんたい)
　公園の清掃・花壇管理等の維持管理活動や、地域住民
　を対象としたイベント企画運営活動を行うボランティア
　活動団体。「住民参加による公園活性化のための要綱

　(ようこう)」(2001(平成13)年２月要綱(ようこう)制定)に
　より区が登録し、区は一定の支援を行う　[区]

駒場野自然クラブ　(こまばのしぜんくらぶ)
　駒場野公園の貴重な自然を地域の方の参加により守り伝
　える活動で、駒場野公園が開園した昭和61年から続いて
　いる。駒場野公園の雑木(ぞうき)林(ばやし)管理や自然観
　察などの活動を年間を通して行い、身近な自然とのふれあ
　いやいきものとの出会い、草刈りや炭焼きなどの作業が子
　どもたちの貴重な原体験や学習の場となっている　[区]

さ
自然通信員　(しぜんつうしんいん)
　身近な自然の観察記録を区に報告するボランティア。記
　録は生物季節や経年変化の把握などに活かされている　　
　[区]

生物多様性　(せいぶつたようせい)
　さまざまな「自然」が、そこに特有の「個性」をもついき
　ものがいて、それぞれの命がつながりあっていること。
　食料や水の供給、気温等の安定、水質の浄化、私たち人
　間へのうるおいや安らぎの付与などの「生態系サービ
　ス」と呼ばれる「自然の恵み」は生物多様性のバランス
　の上に成立している

生物多様性地域戦略　(せいぶつたようせいちいきせんりゃく)
　生物多様性基本法第13条に基づき、自治体が策定する
　生物多様性の保全に関する基本的な計画。目黒区では
　自然と共生する社会を目指し「目黒区生物多様性地域
　戦略 ささえあう生命(いのち)の輪(わ)野鳥のすめるま
　ちづくり計画」を策定している

た
定点観測員　(ていてんかんそくいん)
　自然通信員のうち、公園や庭など身近な場所を観測地 
　として、開花日、野鳥などの初鳴き日、初見日など四季の
 　変化を継続的に観察するボランティア　[区]

ま
みどりの実態調査　(みどりのじったいちょうさ)
　目黒区みどりの条例に基づき、定期的に実施する区内
　の緑の実態に関する調査。昭和47(1972)年度、　52
　(1977)年度、60(1985)年度、平成4(1992)年度、16(2004)
　年度、26(2014)年度に実施している　[区]

ら
緑被率　(りょくひりつ)
　上空から見て、樹幹や草地などみどりで覆われた面積
　が占める割合
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●参考資料等

「河川水辺の国勢調査のための生物リスト

　令和元年度生物リスト 陸生昆虫類等」

（国土交通省 2019年12月閲覧）http://www.nilim.go.-

jp/lab/fbg/ksnkankyo/mizukokuweb/system/-

seibutsuListfile.htm

「神奈川県昆虫誌2018 Ⅱ」（2018：神奈川昆虫談話会）

「観察する目が変わる 昆虫学入門」（2013：野村昌史）

「くらべてわかる 甲虫1062種」

（2018：町田龍一郎・阿部浩志・奥山清市・田中良尚・長島聖

大・諸岡範澄）

「原色日本甲虫図鑑（2）」

（1985：上野俊一・黒沢良彦・佐藤正孝）

「原色日本甲虫図鑑（3）」

（1985：黒沢良彦・久松定成・ 佐々治寛之）

「原色日本甲虫図鑑（4）」

（1985：林匡夫・森本佳・木元新作）

「新カミキリムシハンドブック」（2017：鈴木知之）

「テントウムシハンドブック」（2018：阪本優介）

「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）

 ～東京都レッドリスト～ 2010年版」

（東京都環境局 2019年12月閲覧）

「日本産カミキリムシ」（2007：大林延夫・新里達也）

「日本産ゾウムシデータベース」

（ゾウムシネットワーク事務局2020年1月閲覧）

　http://de05.digitalasia.chubu.ac.jp/index.html

「日本の外来種対策」（環境省 2020年1月閲覧）

　https://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

「日本の昆虫1400 ②トンボ・コウチュウ・ハチ」

（2013：槐真史）

「フィールドガイド 身近な昆虫識別図鑑」

（2013：海野和男）

「マツとマツ枯れに関する質問と回答」

（独立行政法人森林総合研究所四国支所 2019年1月閲覧）

　http://www.ffpri-skk.affrc.go.jp/matu/index.html

「虫たちの冬ごし（やさしい科学）」（1985：矢島稔）

「虫はどんな生き物か？」

（公益社団法人農林水産・食品産業技術振興協会

　2020年1月閲覧）https://www.jataff.jp/konchu/breed-

ing/1_1.html

●目黒区の資料

｢目黒区みどりの基本計画｣(2016:目黒区)

｢目黒区のみどり―みどりの実態調査報告書―｣

　(2015:目黒区)

｢目黒区生物多様性地域戦略ささえあう生命の輪 野鳥のすめ

 るまちづくり計画｣(2014:目黒区)

｢めぐろのいきもの80選 ｣(2014:目黒区)

｢みどりの散歩道コースガイド改訂版｣（2017:目黒区）

｢目黒区いきもの住民台帳 目黒区の野鳥｣(2015:目黒区)　　

｢目黒区いきもの住民台帳 目黒区の蝶と蛾｣(2016:目黒区)

｢目黒区いきもの住民台帳 土をめぐる生物｣(2018:目黒区)

｢目黒区いきもの住民台帳 目黒区の蜘蛛｣(2019:目黒区)

｢目黒区いきもの住民台帳 暫定版リスト｣(2009:目黒区)

●観察記録資料

｢あの日 この顔｣(1982:目黒区)

｢めぐろの森｣(1975:農林省林業試験場発行)及び同試験場技官 

阿部学氏の資料

｢街の自然12か月＝目黒区の動植物ガイド｣(1983:目黒区)

｢環境影響評価書－サッポロビール恵比寿工場跡地再開発事業－

資料編(平成2年7月)｣(1990:サッポロビール株式会社)

｢郷土の自然(教育大跡地自然調査)｣(1980:教育大跡地調査グ

ループ)

｢郷土目黒｣(年刊:目黒区郷土研究会)

｢駒場野公園クモ観察リスト(同定:新海栄一氏)｣(1990～:麻生 

敬氏_駒場野自然クラブ_未発表)

｢月刊むし｣(むし社)

｢公園の育児書(駒場野自然クラブ観察記録)｣(1987:目黒区)

｢東京都目黒清掃工場建設事業－環境影響評価書の概要｣(1985:

東京都)

｢当社周辺の緑地の生物調査報告書(平成23年5月)｣(2011:東急建

設㈱土木総本部環境技術部)

｢平成21,22,24,25,26年度区民による身近な生物調査解析結果報

告書｣(目黒区資料)

｢目黒区産動植物目録＝街の自然12か月資料編｣(1984:目黒区)

｢目黒区自然環境基礎調査(ビオトープ環境回復調査)｣ (2000:目

黒区資料）

●目黒区の生物多様性とみどりのまちづくりについて

 (野鳥のすめるまちづくり計画･いきもの住民台帳･みどりの　

実態調査･みどりの基本計画など)

　http://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/shizen/

　ikimono/tayosei.html

●自然通信員について(事業の紹介、ニュースレターのダウン

ロードなど)

　http://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/shizen/

　ikimono/johokyoku/download.html

●作成協力　　上田　衛門（日本甲虫学会会員）

　　　　　　　岩崎　順次、岩崎　宏治

　　　　　　　岩崎　響亮、中村　涼

●イラスト　　水谷 高英

　　　　　　　　(区民による身近な生物調査環境学習資料)

　　　　　　　

●写　　真　　上田　衛門、岩崎　響亮

　　　　　　　株式会社自然教育研究センター

　　　　　　　自然通信員のみなさんほか

●カラー版　  ダウンロード 

 (ホームページでは観察記録の詳細も公開予定です)

 http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/tokei/

 chosa_hokoku/ikimono_daicho.html

身近な自然環境と甲虫　甲虫たちはどんな場所が好き？
　これまで見てきた甲虫5科について、1960年代から2019年末までの2464件のデータを用いて以下のような視点で解析

を行いました。・観察数の多い場所はどこか。・多く観察されている場所の環境＊1はどのようなものか。

　特に種数が多かったのは、駒場2丁目で93種、大岡山2丁目で77種、下目黒5丁目で63種、駒場3丁目で59

種、中目黒2丁目で47種でした。

　町丁名ごとの自然土地利用率

（緑被率+水面が占める割合+裸

地が占める割合）が高いと、甲

虫の出現種数が多い傾向がみら

れました（図1）。

　自然土地利用率が高い地域は

大きな公園や大学キャンパスを

有していました。町丁名別自然

的土地利用率と公園別種数をみ

るとおおむね重なっていました

（図2）。特に昔から環境があま

り変化していないであろう大学

キャンパスで出現種数が多いこ

とがわかりました。

　1982年＊2と2018年の出現種

数を比べたところ（図3）東京大学がある駒場3丁

目と東京工業大学のある大岡山2丁目は30年以上

たっても10種以上確認できました。区全体で確認

種数は増えましたが、甲虫を確認できた場所は減

っています。これは調査場所の偏りや調査精度が

違うためで、区全域で1982年と同程度の調査を

行うことが必要だろうと考えられます。

＊1：環境条件としてみどりの実態調査（目黒区：2015）を使用。

＊2：1982年に実施された次の2つの調査のデータを使用。｢目黒区産動植物目録＝街の自然12か月資料編｣(1984:目黒区)、｢東京都目黒

清掃工場建設事業－環境影響評価書の概要｣(1985:東京都)

図1.町丁名別自然的
土地利用率と種数

甲虫が好きなのはこんな場所！
①自然土地利用率（緑被率+水面が占める

割合+裸地が占める割合）が高い場所

②昔から環境が変わらない場所

図2.町丁名別自然
的土地利用率と公
園別種数

図3.町丁名別甲虫出現種数
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